
谷 田 部 流 出 試 験 地 （ Ｓ

6 0科

学 博 会 場 跡 地 ） の 流 量 観 測や 、 氾 濫 解 析 を 行 う た め の小 貝 川 氾 濫 状 況 調 査 な ど を行 い ま し た 。  平 成

1 0年 に は 、

県 河 川 課 で 洪 水 情 報 の 伝 達や 、 那 珂 川 逆 流 に よ り 氾 濫し た 県 管 理 河 川 で の 樋 門 設置 の た め の 河 川 縦 横 断 計 画作 成 作 業 を 行 い ま し た 。　
東 日 本 大 震 災 の 時 は 、 河

川 課 ダ ム 砂 防 室 で が け 崩 れや ダ ム の 被 災 状 況 確 認 ・ 対策 検 討 な ど の 初 動 対 応 を 行い ま し た 。 平 成

2 7年 の 豪 雨

時 に は 、 県 道 路 維 持 課 で 早期 の 通 行 止 め 解 除 や 、 鬼 怒

川 堤 防 の 決 壊 で 流 出 し た 県道 の 復 旧 な ど の 対 応 に 当 たり 、 翌 年 に は 常 総 工 事 事 務所 で 、 決 壊 し た 八 間 堀 川 の復 旧 に 携 わ り ま し た 。　
令 和 元 年 東 日 本 台 風 の 際

は 、 河 川 課 で 洪 水 情 報 の 伝達 、 被 災 状 況 の 確 認 、 災 害復 旧 な ど に 当 た り ま し た 。伊 豆 半 島 に 上 陸 し た 台 風
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号 に よ る 豪 雨 で 、 相 模 川 の城 山 ダ ム の 緊 急 放 流 （ 正 式名 は 異 常 洪 水 時 防 災 操 作 ）が テ レ ビ 報 道 さ れ て い ま した 。 茨 城 県 で は 夕 方 か ら 夜間 に か け て 豪 雨 と な り 、 県が 管 理 す る ２ 箇 所 の ダ ム で

も 、 や む を 得 ず 緊 急 放 流 を行 う こ と に な り ま し た 。　
特 に 水 沼 ダ ム で は 、 ダ ム

の 計 画 雨 量 と し て い る ８ 時間 雨 量 １ ８ ７ ㎜ の 約 ２ 倍 、３ ７ ６ ㎜ を 記 録 し 、 満 水 に近 い ダ ム の 貯 水 位 を 上 昇 させ な い よ う 、 流 入 す る 水 量と 同 量 を 放 流 す る 緊 急 放 流と な り ま し た 。 洪 水 到 達 時間 １ ～ ２ 時 間 の 状 況 で 、 迅速 か つ 適 切 な ゲ ー ト 操 作 が求 め ら れ る 緊 張 感 が あ り まし た 。 大 北 川 で は 、 河 川 改修 や 小 山 ダ ム 、 水 沼 ダ ム の整 備 効 果 も あ り 、 堤 防 か らの 越 水 を 免 れ 、 磯 原 等 市 街地 の 氾 濫 を 防 い で く れ ま した 。　
那 珂 川 で は 、 昭 和

6 1年 、

平 成

1 0年 の 災 害 を 機 に 、 河

道 掘 削 ・ 築 堤 、 護 岸 工 事 な

　
茨 城 県 の 一 級 河 川 は 、 久

慈 川 水 系 、 那 珂 川 水 系 、 利　
私 は 昭 和

6 1年 ８ 月 の 台 風

1 0号 豪 雨 、 平 成

1 0年 ８ 月 の

那 須 豪 雨 、 平 成

2 3年 ３ 月 の

東 日 本 大 震 災 、 平 成

2 7年 ９

月 の 関 東 東 北 豪 雨 、 令 和 元年 東 日 本 台 風 豪 雨 と 、 茨 城県 の 災 害 史 に 残 る 大 き な 災害 の 対 応 に 関 わ り ま し た 。　
昭 和

6 1年 豪 雨 時 に は 、 当

時 の 建 設 省 の 土 木 研 究 所 で

ま す が 、 こ の よ う な 時 は 土木 部 に 、 す み や か に 対 策 本部 を 設 け 、 事 務 所 と 連 携 して 対 応 し て い る の で す 。　
私 が 総 括 技 監 ・ 土 木 部 長

の 時 、 県 で は 人 員 削 減 や 組織 の 縮 小 化 を 図 っ て お り まし た 。 し か し 土 木 部 に つ いて は 、 危 機 管 理 上 ど う し ても 大 子 の 工 務 所 を 含 め
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出 先 事 務 所 が 必 要 で あ り 、業 界 と の 連 携 の た め に も 集約 す る こ と は で き な い と いう こ と を 説 得 し ま し た 。
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の 出 先 事 務 所 を 、 名 称 は 変わ り ま し た が 全 て 守 り き るこ と が で き た の は 、 本 当 に良 か っ た と 思 っ て お り ます 。　
こ こ で 、 私 は 那 珂 川 の 都

市 計 画 決 定 の 思 い 出 を 述 べた い と 思 い ま す 。　
那 珂 川 は 、 昭 和

6 1年 の 台

風

1 0号 に よ り 、 無 堤 部 や 堤

防 の 低 い と こ ろ か ら 氾 濫し 、 多 く の 地 域 で 甚 大 な 浸水 被 害 が 発 生 し ま し た 。 国で は 急 ぎ 、 復 旧 工 事 に と りか か る と 同 時 に 、 浸 水 被 害を 無 く す た め の 河 川 改 修 を担 保 す る た め 、 那 珂 川 の 都市 計 画 決 定 を 行 う と い う の

下 流 域 、 那 珂 川 、 利根 川 、 そ れ に 利 根 川水 系 の 鬼 怒 川 、 小 貝川 、 霞 ヶ 浦 な ど は 直轄 区 間 と し て 、 国 が管 理 し て い ま す 。　
そ し て 、 こ れ ら の

支 川 で あ る 里 川 、 山田 川 、  桜 川 、  藤 井 川 、涸 沼 川 、 恋 瀬 川 、 八間 堀 川 、 飯 沼 川 な どは 、 二 級 河 川 の 大 北

川 、  十 王 川 な ど と 合 わ せ て 、土 木 部 河 川 課 が 管 理 し て いる の で す 。 河 川 課 は 、 他 に１ ９ ５ ㎞ の う ち

9 5㎞ の 海 岸

と 、 ７ つ の ダ ム の 管 理 も行 っ て い ま す 。　
台 風 や 大 雨 、 地 震 の た び

に 待 機 し て 、  各 土 木 事 務 所 、工 事 事 務 所 、 工 務 所 と 連 携し 、 水 位 観 測 や 河 川 、 海 岸の 堤 防 の パ ト ロ ー ル な ど を行 っ て い ま す 。 こ こ 何 度 か大 き な 災 害 が 発 生 し て お り

で す 。 こ れ ほ ど 大 規 模 な 河川 の 都 市 計 画 決 定 は 初 め てだ っ た の で は な い で し ょ うか 。　
都 市 計 画 決 定 は ２ 回 に 分

け て 行 わ れ ま し た 。 最 初 は昭 和

6 3年 １ 月 、 Ｊ Ｒ 常 磐 線

か ら 上 流 側 の 約

1 5・ ５ ㎞ が

決 定 さ れ ま し た 。 そ の 後 、Ｊ Ｒ 常 磐 線 か ら 下 流 側 の 旧那 珂 湊 市 の 河 口 ま で 、  約 ９  ・５ ㎞ を 決 定 す る の で す 。　
私 は そ の 時 、 都 市 計 画 課

に お り 、 こ れ を 担 当 す る こ

水 や 、 状 況 に よ っ て は 堤 防が 決 壊 す る 恐 れ が あ り ます 。 そ の た め 、 河 川 が 氾 濫し て か ら の 危 険 を 伴 う 避 難を 避 け 、 氾 濫 前 に 避 難 が 完了 す る よ う 逆 算 し て 防 災 行動 を 取 る マ イ ・ タ イ ム ラ イン 作 成 の 取 り 組 み が 、 平 成
2 7年 の 鬼 怒 川 氾 濫 を 契 機 に

全 国 各 地 で 進 ん で い ま す 。　
各 自 、 災 害 に 備 え て 、 自

分 の 身 は 自 分 で 守 る こ と を意 識 し 、 浸 水 や 土 砂 災 害 、津 波 な ど 災 害 の 恐 れ が 予 想さ れ る 区 域 を 示 す ハ ザ ー ドマ ッ プ な ど で 災 害 リ ス ク を確 認 い た だ き 、 速 や か に 避難 で き る よ う 心 掛 け て い ただ き た い と 思 い ま す 。　
県 内 で は 、 令 和 元 年 の 災

害 を 受 け て 、 那 珂 川 お よ び久 慈 川 の 緊 急 治 水 対 策 プ ロジ ェ ク ト や 、 流 域 治 水 な どの 取 り 組 み が 進 め ら れ て いま す 。 公 共 事 業 に 携 わ る 皆様 に は 、 こ れ ま で の 災 害 対応 な ど の 経 験 を 今 後 の 糧 にし て 、 今 の 取 り 組 み が 次 の災 害 防 止 ・ 軽 減 に つ な が るこ と を 頭 に 描 い て い た だき 、 引 き 続 き 住 民 の 安 全 ・安 心 の 確 保 、 地 域 の 発 展 に貢 献 し て い た だ き た い と 切に 願 い ま す 。

分 に 発 揮 し て く れ た の で 、技 術 者 と し て 誇 ら し く 思 いま し た 。　
さ ら に 、 那 珂 川 の バ ッ ク

ウ ォ ー タ ー 現 象 で 堤 防 決 壊し た 藤 井 川 上 流 に 位 置 す る藤 井 川 ダ ム で は 、 網 場 が 切れ る こ と な く 大 量 の 流 木 を捕 捉 し 、 湖 面 が 流 木 で い っぱ い に な っ て い ま し た 。 流木 に よ る 浸 水 家 屋 の 倒 壊 とい う 、 最 悪 の 事 態 を 防 い でく れ た こ と に 感 動 し 、 感 謝し た こ と を 思 い 出 し ま す 。復 旧 ・ 復 興 で は 、 道 路 の 啓開 や が れ き の 撤 去 、 緊 急 を要 す る 応 急 復 旧 な ど に 迅 速に 対 応 い た だ い た 建 設 業 関連 の 皆 様 に 、 改 め て お 礼 申し 上 げ ま す 。　
近 年 は 豪 雨 災 害 の 頻 発

化 ・ 激 甚 化 に よ り 、 全 国 で毎 年 の よ う に 大 規 模 災 害 が発 生 し て お り 、 ハ ー ド 対 策に 加 え て 、 人 命 を 最 優 先 する た め の ソ フ ト 対 策 が 重 視さ れ る よ う に な っ て き ま した 。　
茨 城 県 が 管 理 す る 中 小 河

川 で は 、 時 間 雨 量

5 0㎜ （ 概

ね

1 0年 に 一 度 降 る 確 率 の 降

雨 ） を 目 安 に 整 備 を 進 め てい ま す が 、 そ の 目 安 を 超 える 豪 雨 時 は 、 堤 防 か ら の 越

茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業茨 城  の  公  共 ・  公 益 事  業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 総 括 技 監  ・  部 長 編 ④

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

飯 村

　
信 夫 （ い い む ら

　
の ぶ お ）

　
１ ９ ６ ０ 年

1 1月 ９ 日 生 ま れ 。

6 3歳 。 入 庁 時 期

は

8 6年 ４ 月 、 ダ ム 砂 防 課 に 配 属 。 そ の 後 は 、 常

総 工 事 事 務 所 長 、 都 市 整 備 課 市 街 地 整 備 室 長 、河 川 課 長 な ど を 経 て 、 ２ ０ ２ １ 年 ３ 月 に 技 監 兼常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 長 で 定 年 を 迎 え た 。 そ の 後は 茨 城 県 土 地 開 発 公 社 副 理 事 長 兼 茨 城 県 開 発 公社 常 務 理 事 を 務 め 、 現 在 は 基 礎 地 盤 コ ン サ ル タン ツ ㈱ に 勤 め て い る 。

経 験 を 糧 に 災 害 対 応 を

ど の 河 川 改 修 や 水 府 橋 、 寿橋 、 Ｊ Ｒ 水 郡 線 橋 梁 な ど の架 け 替 え に よ っ て 、 流 下 能力 が 向 上 し ま し た 。 整 備 され た 国 ・ 県 管 理 河 川 で は 、昭 和

6 1年 よ り も 氾 濫 面 積 が

縮 小 し 、 効 果 が 現 れ た の です 。 今 回 の 記 録 的 な 大 雨 を考 え る と 、 被 災 は し た も のの 、 対 策 を 進 め て く だ さ った 先 人 や 公 共 事 業 に 係 わ る皆 様 、 事 業 用 地 を 提 供 い ただ い た 方 々 、 住 民 の 皆 様 のご 理 解 、 ご 協 力 の お 陰 と 、心 か ら 感 謝 し て お り ま す 。　
ま た 、 利 根 川 で は 試 験 湛

水 を 開 始 し た ば か り の 八 ッ場 ダ ム を 含 め た 上 流 ダ ム 群や 、 渡 良 瀬 遊 水 地 、 田 中 調節 池 な ど の 洪 水 調 節 施 設 で利 根 川 本 川 の 流 量 を 抑 え るこ と が で き 、 そ の 効 果 を 十

茨 城 県 の 河 川 と 海 岸 に つ い て

元 県 土 木 部 長 元 土 木 部 技 監 兼 常 陸 大 宮 土 木 事 務 所 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 河 川 課 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 飯 村 信 夫 氏×

根 川 水 系 の ３ つ に 分 け ら れま す 。 本 川 で あ る 久 慈 川 の

那 珂 川

 ２ 回 分 け 都 市 計 画 決 定

と に な っ た の で す 。 道 路 の決 定 は 何 度 も し て い ま し たが 、 河 川 は 初 め て で し た 。道 路 の メ リ ッ ト は 説 明 し やす い の で す が 、  河 川 の 場 合 、地 元 の 人 か ら す る と 土 地 が値 下 が り し て し ま う な ど 、デ メ リ ッ ト が 先 行 し て し まい 、 な か な か 了 解 が と れ ない こ と が 予 想 さ れ ま し た 。　
そ こ で 、 こ の 地 域 で は 那

珂 川 付 近 の 県 道 小 泉 水 戸 線が 未 改 良 だ っ た た め 、 河 川の 堤 防 の 小 段 を 利 用 し て 道路 も 一 緒 に 都 市 計 画 決 定し 、 河 川 整 備 に 合 わ せ て 道路 整 備 も す る こ と に し た ので す 。 こ れ ら を 丁 寧 に 地 元

の 皆 さ ん へ 説 明 し 、 平 成 ２年 ８ 月 、 な ん と か 都 市 計 画決 定 が で き ま し た 。  こ の 時 、道 路 建 設 課 は 那 珂 川 に 架 かる 橋 梁 の 協 議 を 積 極 的 に 進め ま し た の で 、 事 業 が 非 常に や り や す く な っ た の は 良か っ た と 思 い ま す 。　
最 後 に 、 津 波 浸 水 想 定 図

の 公 表 に つ い て で す 。 河 川課 で は 大 地 震 に よ る 大 津 波を 心 配 し て 、 国 を 動 か し 、茨 城 沿 岸 津 波 浸 水 想 定 検 討委 員 会 （ 委 員 長 ・ 三 村 信 男茨 城 大 学 教 授 、 当 時 ） を 立ち 上 げ 、 津 波 浸 水 想 定 図 の作 成 に こ ぎ つ け た の で す 。作 業 が 終 わ っ た の は 平 成
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年 ３ 月 で し た 。　
し か し 、 想 定 図 の 公 表 に

は 「 地 価 が 下 落 す る 、 不 安を あ お る こ と に な る 」  な ど 、否 定 的 な 意 見 が あ っ た よ うで す 。 河 川 課 と 協 議 し て 、人 命 が 最 優 先 、 即 公 表 し よう と い う こ と に し ま し た 。私 が 土 木 部 長 の 時 の こ と です 。　
数 年 後 に 東 日 本 大 震 災 が

起 き ま し た の で 、 あ の 時 に公 表 し て お い て 本 当 に 良か っ た と 、 し み じ み 思 い まし た 。 災 害 時 の 被 害 を で きる だ け 小 さ く す る た め 、 でき る 手 は 打 っ て お く べ き だと 思 っ た の で す 。

　
私 は 子 ど も の 頃 、 近 く の 鬼 怒 川 で よ く 遊 ん で い ま

し た 。 夏 に な る と 毎 日 の よ う に 泳 い で い た の を 覚 えて い ま す 。 当 時 、 水 戸 線 の 鉄 橋 （ 川 島 地 区 ） 付 近 は海 水 浴 場 な み の 泳 ぎ 場 で 、 お 店 が 出 た り し て い た ので 、  よ く 遊 び に 行 っ て い ま し た 。 鮎 の シ ー ズ ン に は 、竹 竿 で コ ロ ガ シ な ど も や り ま し た 。 冬 場 に は 河 川 敷で チ ャ ン バ ラ 遊 び な ど も し ま し た 。 し か し こ の 頃 、ま だ 上 流 に ダ ム が で き て い な か っ た の で 、 台 風 の たび に 大 水 が で て 濁 流 と な り 、 上 流 か ら 色 々 な も の が流 れ て き た の で す 。 川 は 、 い つ も は 優 し い で す が 、時 に は 牙 を 剥 く こ と も あ る の だ と 、 子 ど も 心 に 思 って お り ま し た 。

▲ 令 和 元 年 東 日 本 台 風 豪 雨 時 の 藤 井 川 の 様 子

�

（ 島 津 就 子 ）

�

（ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載 ）

が 行 っ た 献 血 や 道 路 美 化 清掃 、 防 疫 業 務 な ど の 社 会 貢献 活 動 の 実 践 状 況 が 報 告 され た 。　
そ の 後 、 河 川 行 政 に 関 す

る 意 見 や 提 案 、 要 望 な ど さま ざ ま な 問 題 に つ い て 活 発な 話 し 合 い を 行 っ た 。 協 会側 か ら 歩 掛 や 単 価 の 公 表 予定 の 記 載 、 現 場 代 理 人 ・ 監理 技 術 者 の 施 工 期 間 中 に おけ る 育 児 休 暇 の 取 扱 い 、 現場 に あ っ た 詳 細 な 設 計 書 、公 募 型 指 名 競 争 入 札 、 地 元業 者 向 け の 工 事 案 件 発 注 など に つ い て 要 望 が あ っ た 。

あ い さ つ 。　
小 藥 支 部 長 は 「 建 設 業 は

地 域 に と っ て 必 要 不 可 欠 な産 業 で あ る が 、 未 来 に 向 けて 解 決 し な け れ ば な ら な い問 題 が 山 積 し て い る 。 解 決の 一 助 と な る 実 り あ る 意 見交 換 会 に な れ ば 」  と 話 し た 。　
中 川 原 支 部 長 は 「 労 働 環

境 の 改 善 や 担 い 手 の 確 保 のた め 週 休 ２ 日 制 を 推 進 し てい く 。 災 害 発 生 時 に は 迅 速的 確 に 対 応 し 、 地 域 の 守 り手 と し て 安 全 安 心 に 努 め て

ま い り た い 」と 抱 負 を 語 った 。　
議 事 で は 、

は じ め に 事 務所 か ら 情 報 提供 が 行 わ れ 、工 事 発 注 予 定や 週 休 ２ 日 対象 工 事 の 実 施状 況 、 各 種 スラ イ ド 条 項 、土 木 工 事 電 子書 類 ス リ ム 化ガ イ ド な ど につ い て 説 明 。　
続 い て 協 会

側 か ら 各 支 部

こ と が 最 も 重 要 と 考 え て いる 。 皆 さ ま に も 災 害 時 に おけ る 備 え の 大 切 さ を ご 理 解い た だ き ご 協 力 を お 願 い 申し 上 げ る 」 と あ い さ つ 。　
続 い て 入 江 晃 市 議 会 議 長

が 「 災 害 は い つ 起 こ っ て もお か し く な い も の で あ り 、平 時 か ら 対 策 を 考 え て 行 動す る こ と が 大 切 。 災 害 時 はで き る 限 り の 手 段 を 駆 使 して 対 応 し て い く こ と が 必 要で あ り 、 今 回 の 協 定 は 大 規模 災 害 の 対 策 と し て 重 要 と

設 業 界 の 担 い 手 の 処 遇 改 善や 円 滑 な 施 工 の 確 保 に む けて 知 恵 を 出 し 合 い な が ら 改善 に 努 力 し て い き た い 」 と向 上 を 目 的 と す る も の 。 浸水 し た 地 域 や が れ き の 上 も走 行 で き る 特 殊 車 両 を 持 つ同 社 と 協 定 を 結 ぶ こ と で 救助 活 動 や 復 旧 活 動 を 大 き く前 進 さ せ る こ と が で き る と考 え ら れ る 。　
岸 田 一 夫 市 長 は 昨 年 の ６

月 と ９ 月 に 市 を 襲 っ た 大 雨被 害 や 元 旦 の 能 登 半 島 地 震に つ い て 触 れ 「 自 然 災 害 をな く す こ と は で き な い が 、さ ま ざ ま な 事 態 を 想 定 し 防災 ・ 減 災 対 策 を 講 じ て い く

　
冒 頭 、 海 津 所 長 は 「 地 域

の 守 り 手 で あ る 皆 さ ま 方 には 平 時 か ら 力 を 蓄 え て い ただ か な け れ ば な ら な い 。 建　
鉾 田 市 は 、 ㈲ サ ポ ー ト

マ ー ケ テ ィ ン グ サ ー ビ ス（ 埼 玉 県 春 日 部 市 、 荒 川 真一 代 表 取 締 役 ） と 災 害 時 にお け る 特 殊 車 両 を 用 い た 後方 支 援 活 動 に 関 す る 協 定 を締 結 。

1 9日 に 締 結 式 を 挙 行

し 、 協 定 書 へ 調 印 し た 。　
こ の 協 定 は 、 災 害 時 の 救

助 活 動 や 物 資 輸 送 な ど の 機動 力 を 強 化 し 、 市 の 防 災 力
　
国 土 交 通 省 下 館 河 川 事 務 所 （ 海 津 義 和 所 長 ＝

写 真

右
） と 県 建 設 業 協 会 筑 西 支 部 （ 小 藥 拓 巳 支 部 長 ＝

写

真 中 央

）  お よ び 常 総 支 部  （ 中 川 原 勇 支 部 長 ＝

写 真 左

）

は

1 9日 、 筑 西 支 部 会 館 で 意 見 交 換 会 を 開 催 し た 。 下

館 河 川 事 務 所 か ら 幹 部 職 員

1 5人 と 各 支 部 か ら 役 員 ら

2 1人 が 参 加 。 円 滑 な 事 業 執 行 お よ び 施 工 体 制 の 確 保
に 資 す る こ と を 目 的 に さ ま ざ ま な 課 題 に つ い て 意 見が 交 わ さ れ た 。

救 助 活 動 や 復 旧 作 業 を 前 進

特 殊 車 両 を 用 い て 後 方 支 援

鉾 田 市 ／ サ ポ ー ト マ ー ケ テ ィ ン グ サ ー
ビ ス と 協 定

考 え て い る 。 市 民 の 安 心 安全 の た め の 取 り 組 み を 進 めて ほ し い 」 と 述 べ た 。　
荒 川 代 表 取 締 役 は 「 こ の

特 殊 車 両 は 水 陸 両 用 バ ギ ーと 呼 ば れ 、 東 日 本 大 震 災 を教 訓 と し て

4 7都 道 府 県 に 配

備 さ れ て い る 車 両 。 能 登 半島 地 震 で も こ の 車 両 が 現 地に 入 り 活 動 し て い る 。 今 回の 協 定 を 締 結 す る こ と で 、市 民 の 皆 さ ま の 安 心 安 全 の一 角 を 担 う こ と が で き れ ば幸 い 」 と 話 し た 。

下 館 河 川
茨 建 協 ２ 支 部

地 元 向 け 工 事 案 件 を

課 題 解 決 へ 意 見 交 換

協 会 側

か
　

　
ら

要
　 　

望

北 浦 中 校 舎 講 堂外 壁 タ イ ル 修 繕

行 方 市

　
行 方 市 は 、 北 浦 中 学 校 の

校 舎 お よ び 講 堂 で 外 壁 タ イル の 修 繕 工 事 を 行 う 。 新 年度 予 算 案 で 工 事 費 と し て １５ ０ ７ 万 円 を 計 上 し た 。　
北 浦 中 は 校 舎 が ２ ０ ０ ３

年 築 で 講 堂 が

0 6年 築 。 建 物

の 規 模 は Ｒ Ｃ 造 ２ 階 建 てで 、 校 舎 と 講 堂 を 含 め た 延べ 床 面 積 は ６ ８ ９ ６ ㎡ 。　
外 壁 の タ イ ル に 浮 き が 見

ら れ 、  落 下 の 危 険 性 が あ る 。危 険 度 の 高 い も の に つ い ては す で に 応 急 的 な 修 繕 を 実施 済 み 。 新 年 度 は 、 未 施 工の 箇 所 に つ い て 危 険 性 の 高い も の か ら 優 先 的 に 工 事 を実 施 す る 。
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